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前
提
ー
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
問
題
提
起」
に
つ
い
て

環
境
史
や
林
業
史
な
ど
に
は
全
く
の
素
人
で
あ
る
が、
以
下、
三
つ
に
分
け
て
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
に
あ
る
よ
う
な、
「
都
市
と
自
然
の
あ
り
方」
か
ら
「
都
市
と
周
辺
領
域
の
関
係
を
考
察
す
る」
と
い
う
の
は、

都
市
に
軸
を
置
き、

周
辺
域
を
都
市
存
立
の
環
境
条
件
と
し
て
従
属
的
に
捉
え
る
か
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る。
そ
こ
で
は
議
論
の
前
提
と

し
て
〔
斎
藤
二
0
1
四]
が
肯
定
的
に
引
か
れ
て
い
る。
本
書
は、

問
題
の
所
在
や
仮
説
の
提
示
に
つ
い
て
一
定
の
意
義
を
有
す
の
で
あ
ろ
う

が、

基
礎
に
あ
る
べ
き
実
証
が
ゆ
る
い、

あ
る
い
は
ほ
ぼ
不
在
で
あ
り、

社
会
構
造
の
実
態
に
関
わ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
実
証
は
ほ
と
ん
ど
見

あ
た
ら
な
い。
こ
う
し
た、

緻
密
な
歴
史
分
析
を
基
盤
と
し
な
い
「
論」
は
空
し
い
と
考
え
る
が、

企
画
者
側
は
本
書
の
ど
こ
を
評
価
し
た
の

ま
た
問
題
提
起
に
あ
る
「
近
世
・
近
代
に
お
け
る
都
市
と
周
辺
領
域
の
関
係
を
考
察
す
る」
と
し、

こ
れ
を
開
発
や
環
境
か
ら
捉
え
よ
う

後
藤
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
（
吉
田）
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後
藤
氏
に
よ
る
岩
槻
藩
房
総
分
領
に
関
す
る
研
究
は、

長
期
に
亘
る
現
地
で
の
史
料
調
査
を
基
盤
と
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
独
創
的
な
も
の

で
あ
る。
そ
こ
で
は、

氏
に
よ
る
房
総
の
海
産
物
を
め
ぐ
る
生
産
や
流
通
に
関
す
る
研
究
成
果
と
の
比
較
検
証
が
行
わ
れ、

そ
こ
に
類
似
す

る
構
造
の
特
質
を
見
る
点
が
注
目
さ
れ
る。
今
回
の
報
告
で
は、

当
該
対
象
に
お
け
る
薪
と
炭
の
生
産
・
流
通
を
め
ぐ
る
相
互
関
係
や、

相

剋
す
る
局
面、

ま
た
一
八
世
紀
末
以
降
の、

炭
生
産
の
拡
大
と
そ
の
背
景
を
摘
出
し
た
こ
と
が
重
要
な
成
果
で
あ
ろ
う。
し
か
も
氏
の
方
法

に
は、
全
体
史
へ
の
志
向
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る。

報
告
に
関
す
る
質
問
は
下
記
の
点
で
あ
る。

①
筒
森
郷
奥
山
御
林
と
近
隣
村
落
の
近
世
初
期
の
本
源
的
な
有
り
様
を、

ど
う
よ
う
な
も
の
と
想
定
し
て
い
る
か。
そ
し
て、

氏
の
研
究

が
明
ら
か
に
し
て
き
た
一
八
世
紀
以
降
の
展
開
動
向
と
つ
な
げ
て
ど
の
よ
う
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
か。

②
史
料
16
な
ど
に
出
て
く
る
「
炭
焼
職
人」
に
つ
い
て。
か
れ
ら
は
一

般
の
百
姓
と
は
こ
と
な
る
専
業
者
集
団
で
あ
ろ
う
か。
ま
た、

村
を

超
え
た
広
域
的
な
結
合
を
持
つ
の
か。

③
岩
槻
藩
房
総
分
領
に
と
っ
て、

養
老
川
は
舟
運
ル
ー
ト
と
し
て
「
大
動
脈」
で
あ
る
と
し
な
が
ら、
一

方
で
は、

そ
の
上
流
部
分
に
お
け

る
流
通
機
能
の
脆
弱
性
を
指
摘
す
る
が、
矛
盾
し
な
い
か。

④
他
の
山
里
や
林
業
地
帯
と
の
比
較
を
念
頭
に
置
く
と、

奥
山
御
林
周
辺
の
村
々
で
は、

薪
・
炭
以
外
に
ど
の
よ
う
な
産
業
が
あ
っ
た
か

を
知
り
た
い。

2

後
藤
報
告
に
つ
い
て

と
す
る
企
図
の
よ
う
で
あ
る。
し
か
し、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
都
市
と
「
周
辺
領
域」
と
の
関
係
の
総
体
を
見
る
―
つ
の
と
っ
か
か
り
で

は
あ
る
が、

全
体
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う。
仮
に
今
回
の
個
別
報
告
の
成
果
が、
「
環
境
経
済
史」
な
ど
へ
回
収
さ

れ
る
に
留
ま
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る。
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評
者
は
か
つ
て、

千
葉
市
史
や
千
葉
県
史
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
と
き、

房
総
の
村
々
と
江
戸
と
の
関
係
を
見
る
上
で、

薪
炭
の
生
産
と
流

通
・

消
費
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
[
吉
田一
九
九
三
ニ
一
O
O
七
ニ
一
O
o
八
「
こ
ぅ
し
た
中
でヽ

林
野
盃叩
発」
や
林
業
(
伐

材
と
薪
炭、

木
工
品
生
産）
で
は、

権
力
に
よ
る
規
定
性
・
拘
束
が
そ
の
前
提、

あ
る
い
は
条
件
と
な
る
が、

よ
り
重
要
な
の
は、

産
地
（
山

里）
に
お
け
る
生
産
構
造、

物
流
過
程、

消
費
地
（
江
戸
な
ど）
に
及
ぶ
諸
社
会
の
複
層
的
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る、

と
考
え
た。
構

造
を
形
成
す
る
諸
局
面
に
お
け
る
そ
れ
そ
れ
の
担
い
手、

そ
の
担
い
手
同
士
が
形
成
す
る
「
絡
み
合
う
諸
関
係
の
総
和
が
織
り
な
す
広
が

り
二
中
野
二
0
0
三〕
を
分
節
的
に
把
握
す
る
こ
と、
こ
う
し
た
視
点
や
方
法
が
重
要
で
あ
る。
対
象
と
す
る
複
雑
な
素
材
の
全
体
を、
「
都

市
と
周
辺
領
域」
な
る
二
元
的
で
対
立
的
な
構
造
把
握
や、

森
林
破
壊
・
保
全
・
再
生
に
か
か
わ
る
「
国
家
の
営
為
と
市
場
の
役
割」
[
斎
藤

二
0
一
四〕
と
い
っ
た
「
大
き
な
視
点」
の
み
で
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。
後
藤
氏
の
報
告
が
示
し
た
視
点
や
方
法
は、

こ
う
し
た
意
味

で
示
唆
に
富
む
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る。

後
藤
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
（
吉
田）
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⑤一
八
世
紀
末
以
降、

当
該
地
帯
で
は、

御
林
と
百
姓
山
と
も
に
「
炭
焼
立」
へ
と
展
開
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た。
こ
う
し
た
動
向
の
背

景
と
し
て、
·
1
久
留
里
藩
領
域
を
経
て
小
櫃
川
か
ら
木
更
津
へ
と
搬
送
す
る
と
い
う
点
で、

こ
れ
ら
岩
槻
藩
領
の
炭
も
「
久
留
里
炭」

ブ
ラ
ン
ド
で
扱
わ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と、
�
11
薪
生
産
が
低
迷
す
る
に
至
る
の
は、

江
戸
近
郊
地
帯
に
広
く
深
く
薪
採
集
域
が
密

に
展
開
す
る
こ
と、
な
ど
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
か。

⑥
林
業
史
研
究
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
「
林
業
の
経
済
的
構
成
概
念」
論、
「
山
村
豪
農」
論
[
加
藤
二
O
O
七]
な
ど
と
の
擦
り
合
わ
せ、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
へ
の
批
判
は
ど
の
よ
う
な
点
に
な
る
か。

自
分
な
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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0
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メ
ト
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ポ
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タ
ン

史
学

十
二

号

【
文

献】加
藤
衛
拡
『
近
世
山
村
史
の
研
究』

吉
川
弘
文
館、

二
0
0
七

斎
藤

修
『
環
境
の
経
済
史
ー
森
林
・

市
場
・

国
家』

岩
波
現
代
全
書、
―
-
0
一

四

中
野
隆
生
「
『
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
11
社
会
的
結
合』

論
の
二
0
年」

歴
史
学
研
究
会
編
『
国
家
像・

社
会
像
の
変
貌』

青
木
書
店、

二
0
0
三

吉
田
伸
之
「
野
と
村」

吉
田
・

渡
辺
尚
志
編
『
近
世
房
総
地
域
史
研
究』

東
京
大
学
出
版
会、
一

九
九
三

吉
田
伸
之
「
佐
倉
炭
荷
主
と
江
戸
問
屋
」
『
江
戸
と
ロ
ン
ド
ン
』

山
川
出
版
社、

二
0
0
七

吉
田
伸
之
「
炭
薪
に
み
る
江
戸
と
房
総」
『
千
葉
県
の
歴
史』

通
史
編・

近
世
2、
二
0
0
八

二
0
一

六
年
―

二
月
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